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(57)【要約】
【課題】自然な操作感を損なうことなく、表示不良の発
生を低減しつつ誤作動の発生も低減することができる入
力表示装置を提供する。
【解決手段】入力表示装置１は、電界が存在しない状態
でホモジニアス配向した液晶分子を含む液晶層２と、該
液晶層の視認側に配置された偏光板３と、該偏光板と液
晶層２との間に配置された静電容量センサ４と、該静電
容量センサと偏光板３との間に配置され、且つ偏光板３
に合着された帯電防止層５とを備える。静電容量センサ
４は、透明基板６と、該透明基板上に形成された透明電
極パターン７と、該透明電極パターンを埋設するように
透明基板上に形成された接着層８とを有している。帯電
防止層５の単位面積当りの表面抵抗値は、１．０×１０
９～１．０×１０１１Ω／□である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電界が存在しない状態でホモジニアス配向した液晶分子を含む液晶層と、
　前記液晶層の視認側に配置された第１偏光板と、
　前記第１偏光板と前記液晶層との間に配置された静電容量センサと、
　前記第１偏光板と前記静電容量センサとの間に配置され、且つ前記第１偏光板に合着さ
れた帯電防止層とを備え、
　前記静電容量センサは、透明基板と、前記透明基板上に形成された透明電極パターンと
、前記透明電極パターンを埋設するように前記透明基板上に形成された第１接着層とを有
し、
　前記帯電防止層の表面抵抗値は、１．０×１０９～１．０×１０１１Ω／□であること
を特徴とする入力表示装置。
【請求項２】
　前記帯電防止層と前記第１接着層との間に配置され、視認側からの視野角を広げる位相
差フィルムを更に備えることを特徴とする、請求項１記載の入力表示装置。
【請求項３】
　液晶層に関して視認側とは反対側に、第２接着層を介して第２偏光板が配置されること
を特徴とする、請求項１又は２に記載の入力表示装置。
【請求項４】
　前記帯電防止層は、界面活性剤、アルカリ金属塩、多価アルコール、導電性微粒子及び
導電性ポリマーのうちいずれかを含むことを特徴とする請求項１記載の入力表示装置。
【請求項５】
　前記アルカリ金属塩がビス（トリフルオロアルカンスルホニル）イミドアルカリ金属塩
であることを特徴とする、請求項４記載の入力表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、指やスタイラスペン等の接触によって情報を入力することが可能な入力表示
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶パネルをディスプレイとして備えたモバイル機器等の入力表示装置は、小型
化あるいは薄型化の要望から、ディスプレイの表示面にタッチパネルを搭載するものが実
用化されている。タッチパネルには、静電容量式、抵抗膜式、光学方式、超音波方式ある
いは電磁誘導式等の種々の方式がある。
【０００３】
　例えば、液晶表示装置を構成する偏光板と液晶層との間に抵抗膜式タッチセンサが組み
込まれたインナータッチパネル型入力表示装置が提案されている（特許文献１）。このよ
うな構成の入力表示装置では、液晶層とタッチセンサとの距離が近いため、使用者に自然
な入力操作感を与えることが可能となっている。また、モバイル機器では、タッチセンサ
が作動する頻度が非常に高いため、より耐久性に優れているという利点から、近年、静電
容量式のタッチパネルが数多く採用されるようになってきている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－０３６１４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、静電容量方式における液晶層として、電界が存在しない状態でホモジニ
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アス配向した液晶分子を含む液晶層を用い、タッチセンサとして静電容量センサを用いた
場合、しばしば表示不良や誤作動を生じるという問題がある。
【０００６】
　本発明の目的は、自然な操作感を損なうことなく、表示不良の発生を低減しつつ誤作動
の発生も低減することができる入力表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の入力表示装置は、電界が存在しない状態でホモジ
ニアス配向した液晶分子を含む液晶層と、前記液晶層の視認側に配置された第１偏光板と
、前記第１偏光板と前記液晶層との間に配置された静電容量センサと、前記第１偏光板と
前記静電容量センサとの間に配置され、且つ前記第１偏光板に合着された帯電防止層とを
備え、前記静電容量センサは、透明基板と、前記透明基板上に形成された透明電極パター
ンと、前記透明電極パターンを埋設するように前記透明基板上に形成された第１接着層と
を有し、前記帯電防止層の表面抵抗値は、１．０×１０９～１．０×１０１１Ω／□であ
ることを特徴とする。
【０００８】
　好ましくは、本発明の入力表示装置は、前記帯電防止層と前記第１接着層との間に配置
され、視認側からの視野角を広げる位相差フィルムを更に備える。
【０００９】
　また、液晶層に関して視認側とは反対側に、第２接着層を介して第２偏光板が配置され
てもよい。
【００１０】
　また好ましくは、前記帯電防止層は、界面活性剤、アルカリ金属塩、多価アルコール、
導電性微粒子及び導電性ポリマーのうちいずれかを含み、更に好ましくは、前記アルカリ
金属塩がビス（トリフルオロアルカンスルホニル）イミドアルカリ金属塩である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、電界が存在しない状態でホモジニアス配向した液晶分子を含む液晶層
と第１偏光板との間に、表面抵抗値が１．０×１０９～１．０×１０１１Ω／□である帯
電防止層が配置される。これにより、静電気等に起因する第１偏光板の帯電が抑制されて
、液晶層における液晶分子の配向不良を抑制することができる。また、表面抵抗値を上記
範囲とすることにより、静電容量センサが、透明電極パターンと使用者の指との間で生じ
る電気容量の変化を正確に検知することができる。したがって、自然な操作感を損なうこ
となく、表示不良の発生を低減しつつ誤作動の発生も低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態に係る入力表示装置の構成を概略的に示す断面図である。
【図２】図１の入力表示装置の変形例を示す断面図である。
【図３】図１の入力表示装置の他の変形例を示す断面図である。
【図４】図１における帯電防止層の表面抵抗値と、入力表示装置で発生する誤作動及び表
示不良との関係を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１４】
　図１は、本実施形態に係る入力表示装置の構成を概略的に示す断面図である。尚、図１
では、説明の便宜上、入力表示装置を構成する各層の厚みを実際の寸法と異ならせて記載
しているが、各層の厚みは図１のものに限られないものとする。
【００１５】
　本発明の入力表示装置１は、図１に示すように、電界が存在しない状態でホモジニアス
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配向した液晶分子を含む液晶層２と、該液晶層の視認側に配置された偏光板（第１偏光板
）３と、該偏光板と液晶層２との間に配置された静電容量センサ４と、該静電容量センサ
と偏光板３との間に配置され、且つ偏光板３に合着された帯電防止層５とを備えている。
【００１６】
　静電容量センサ４は、透明基板６と、該透明基板上に形成された透明電極パターン７と
、該透明電極パターンを埋設するように透明基板上に形成された接着層（第１接着層）８
とを有している。
【００１７】
　上記のように構成される入力表示装置１では、偏光板３が静電気で帯電した際に生じる
液晶層２の表示不良と静電容量センサ４の誤作動とを同時に低減することが可能となって
いる。
【００１８】
　ここで、電界が存在しない状態でホモジニアス配向した液晶分子を含む液晶層（例えば
ＩＰＳ方式の液晶層）は、通常、水平方向に電界を印加することで、液晶分子を水平方向
に回転させて表示を行う。この際、偏光板が静電気で帯電すると、その帯電部で液晶層に
垂直方向の電界が印加されるため、部分的に液晶分子が垂直方向に配向してしまい表示不
良となる場合がある。
【００１９】
　一方、静電容量センサは、その表面に使用者の指が接近したときに、透明電極パターン
と指とが形成する微弱な静電容量を検出するものである。ここで、上記透明電極パターン
との使用者の指との間に、帯電防止層のような導電層があると、所望の電気容量（capaci
tance）が得られず、誤作動の原因となる。
【００２０】
　したがって、偏光板が静電気で帯電した際に生じる液晶層の表示不良と静電容量センサ
の誤作動とは互いに二律背反（trade-off)の関係にある課題であり、これらを同時に解決
するのは非常に困難であった。
【００２１】
　本発明者らは、上記課題を解決するべく鋭意検討を重ねた結果、液晶層の表示不良と帯
電防止層の表面抵抗値との関係、及び静電容量センサの誤作動と帯電防止層の表面抵抗値
との関係に着目した。そして、特定の位置に配置した帯電防止層の表面抵抗値を後述する
特定の値にすると、上記二律背反の関係にある２つの課題が同時に解決されるという画期
的な知見を得たのである。
【００２２】
　次に、入力表示装置１の各構成要素の詳細を以下に説明する。
【００２３】
　（液晶層）
　本発明に用いられる液晶層は、電界が存在しない状態でホモジニアス配向した液晶分子
を含む、いわゆるＩＰＳ（In-Plane Switching）方式と呼ばれる液晶層である。上記液晶
層の厚さは、例えば１．５μｍ～４．０μｍである。
【００２４】
　一般に、上記液晶層の上側には上部基板（不図示）が配置され、下側には下部基板（不
図示）が配置される。上部基板又は下部基板の一方の側には、通常、液晶層に、水平方向
の電界を形成するための櫛状電極（不図示）が形成される。
【００２５】
　（偏光板）
　本発明に用いられる偏光板は、液晶層の視認側に配置される。上記偏光板は、該偏光板
に入力する光を互いに直交する２つの偏光成分に分離し、一方の偏光成分を透過させ、他
方の偏光成分を吸収する機能を有している。上記偏光板は、面内に吸収軸と透過軸とを有
する。上記吸収軸は入射する光を最大に吸収する方向であり、上記透過軸は光を最大に透
過する方向である。一般に、上記吸収軸と上記透過軸とは互いに直交する。
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【００２６】
　上記偏光板は、上記の機能を有するものであれば特に制限はないが、好ましくは、二色
性元素を含有するポリビニルアルコール系樹脂の延伸フィルムと、該延伸フィルムの一方
の側に配置された保護フィルムとを含む積層体である。上記延伸フィルムの厚みは、通常
、１．０μｍ～３０μｍである。上記保護フィルムの厚みは、通常、２０μｍ～１５０μ
ｍである。このような偏光板は、例えば日東電工株式会社（商品名：ＮＰＦ（登録商標）
１２２４ＤＵ）より入手できる。
【００２７】
　（帯電防止層）
　本発明に用いられる帯電防止層は、偏光板と静電容量センサとの間に配置され、且つ偏
光板に合着される。この帯電防止層の厚みは、例えば０．１μｍ～８０μｍである。上記
帯電防止層の単位面積当りの表面抵抗値は、１．０×１０９～１．０×１０１１Ω／□(o
hms per square)である。帯電防止層の表面抵抗値が１．０×１０９Ω／□未満であると
静電容量センサの誤作動が生じ、一方、表面抵抗値が１．０×１０１１Ω／□を超えると
液晶層の表示不良が生じる。
【００２８】
　したがって、表面抵抗値が上記範囲にある帯電防止層を用いることにより、偏光板が静
電気で帯電した際に生じる液晶層の表示不良と、静電容量センサの誤作動とを同時に低減
できる。
【００２９】
　上記帯電防止層は、例えばアクリルを主成分とする材料であり、好ましくは帯電防止剤
を含む。この帯電防止層は、帯電防止剤を分散させた感圧接着剤（ＰＳＡ）を、偏光板に
貼着することにより形成してもよいし、任意のコーティング剤若しくは溶剤に混合して、
又は原液のまま偏光板に直接塗布して形成してもよい。
【００３０】
　上記帯電防止層の厚みは、帯電防止剤を分散させた感熱接着剤を用いる場合は、例えば
１０μｍ～８０μｍであり、帯電防止剤をコーティング剤若しくは溶剤に混合して又は原
液のまま直接塗布することにより形成する場合は、例えば０．１μｍ～１０μｍである。
【００３１】
　帯電防止層は、好ましくは、界面活性剤、アルカリ金属塩、多価アルコール、導電性微
粒子及び導電性ポリマーのいずれかを含み、さらに好ましくはアルカリ金属塩としてビス
（トリフルオロアルカンスルホニル）イミドアルカリ金属塩（Bis (trifluoroalkanesulf
onyl) imide alkaline metal salt)を含む。上記帯電防止層は、例えば、東京化成工業株
式会社より入手できる。
【００３２】
　上記界面活性剤としては、スルホン酸系化合物等の陰イオン性ないし両性の界面活性剤
、エチレンオキサイド等の非イオン性界面活性剤などを用いることができる。上記多価ア
ルコールとしては、ポリエチレングリコールのエステル化反応物などを用いることができ
る。上記導電性微粒子としては、導電性のカーボンブラック（ＣＢ）や、カーボンナノチ
ューブ（ＣＮＴ）などを用いることができる。上記導電性ポリマーとしては、ポリアニリ
ン、ポリエチレンジオキシチオフェン、ポリピロールなどを用いることができる。
【００３３】
　上記帯電防止層の表面抵抗値は、上記帯電防止剤の種類や含有量を変化させることによ
り、適宜、増加あるいは減少させることができる。
【００３４】
　（静電容量センサ）
　本発明に用いられる静電容量センサは、偏光板と液晶層との間に配置される。上記静電
容量センサは、透明基板と、該透明基板上に形成された透明電極パターンと、該透明電極
パターンを埋設するように透明基板上に形成された接着層とを有する。上記透明電極パタ
ーンは、通常、透明基板の端部に形成された引き回し線（不図示）に電気的に接続され、
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上記引き回し線は、コントローラＩＣ（不図示）と接続される。
【００３５】
　尚、上記静電容量センサは、図２に示すように、透明基板６に関して透明電極パターン
７の反対側に、透明電極パターン７’及び該透明電極パターンを埋設するように形成され
た接着層８’を有していてもよい。この場合、透明基板６、透明電極パターン７、７’及
び接着層８、８'は静電容量センサ４’を構成する。すなわち、上記帯電防止層は表面型
静電容量方式のみならず投影型静電容量方式にも採用可能である。
【００３６】
　上記透明基板を形成する材料は、通常、ガラス又はポリマーフィルムである。上記ポリ
マーフィルムは、好ましくは、ポリエチレンテレフタレート、ポリシクロオレフィン又は
ポリカーボネートである。上記透明基板がガラスにより形成される場合、その厚みは、例
えば０．３ｍｍ～１．０ｍｍである。上記透明基板がポリマーフィルムにより形成される
場合、その厚みは、例えば１０μｍ～２００μｍである。上記透明基板は、その表面に易
接着層やハードコート層を備えていてもよい。また、上記透明基板は、上述した液晶層を
保持するための上部基板を兼ねていてもよい。
【００３７】
　上記透明電極パターンは、代表的には、透明導電体により形成される。透明導電体は、
可視光領域（３８０ｎｍ～７８０ｎｍ）で透過率が８０％以上で、且つ表面抵抗値が５０
０Ω／□以下である材料をいう。上記透明導電体は、好ましくは、インジウムスズ酸化物
、インジウム亜鉛酸化物、酸化インジウム－酸化亜鉛複合酸化物である。
【００３８】
　透明電極パターンの形状は、櫛形状の他に、ストライプ形状やひし形形状など、用途に
応じて任意の形状を採用することができる。透明電極パターンの高さは、例えば１０ｎｍ
～１００ｎｍであり、幅は０．１ｍｍ～５．０ｍｍである。
【００３９】
　また、接着層は、上記透明電極パターンを埋設するように透明基板上に形成されている
。この接着層を形成する材料としては、透明性に優れる点から、好ましくはアクリル系粘
着剤である。上記アクリル系粘着剤の厚みは、好ましくは１０μｍ～２００μｍである。
接着層は、市販の光学透明粘着剤（ＯＣＡ：Optical Clear Adhesive）を用いることも可
能である。このアクリル系粘着剤は、例えば日東電工株式会社（製品名：ＬＵＣＩＡＣＳ
（登録商標）ＣＳ９６２１Ｔ）より入手できる。
【００４０】
　上述したように、本実施形態によれば、電界が存在しない状態でホモジニアス配向した
液晶分子を含む液晶層２と偏光板３との間に、表面抵抗値が１．０×１０９～１．０×１
０１１Ω／□である帯電防止層５が配置される。これにより、静電気等に起因する偏光板
３の帯電が抑制されて、液晶層２における液晶分子の局所的な配向不良を抑制することが
できる。また、表面抵抗値を上記範囲とすることにより、静電容量センサ４が、透明電極
パターン７と使用者の指との間で生じる静電容量の変化を正確に検知することができる。
したがって、静電容量式特有の自然な操作感を損なうことなく、表示不良の発生を低減し
つつ誤作動の発生も低減することができる。
【００４１】
　以上、本実施形態に係る入力表示装置について述べたが、本発明は記述の実施形態に限
定されるものではなく、本発明の技術思想に基づいて各種の変形及び変更が可能である。
【００４２】
　図３は、図１の入力表示装置の変形例を示す図である。
【００４３】
　図３において、入力表示装置１０は、液晶層１２と、該液晶層の視認側に配置された第
１偏光板１３と、該第１偏光板と液晶層１２との間に配置された静電容量センサ１４と、
該静電容量センサと第１偏光板１３との間に配置され、且つ第１偏光板１３に合着された
帯電防止層１５とを備えている。静電容量センサ１４は、上部透明基板１６、透明電極パ
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ターン１７及び第１接着層１８を有している。
【００４４】
　図１の構成と異なる点は、静電容量センサ１４と帯電防止層１５との間に、斜め方向か
ら観測した場合に生じる偏光板の幾何学的な軸ずれを補償する位相差フィルム１９を配置
したことである。また、液晶層１２に関して視認側とは反対側に、下部透明基板２０と、
該下部基板に第２接着層２１を介して積層された第２偏光板２２とが配置されている。
【００４５】
　本変形例によれば、上記同様の効果を奏することができると共に、電界が存在しない状
態で完全な黒色化を実現でき、更には広視野角を実現することができる。
【実施例】
【００４６】
　以下、本発明の実施例を説明する。
【００４７】
　（実施例１）
　先ず、ガラス基板の一方側に、顔料を分散させた着色用樹脂溶液を塗布して着色用樹脂
層を形成し、他方の側にインジウムスズ酸化物をスパッタリング法により成膜して透明電
極層を形成した。その後、着色用樹脂層と透明電極層をそれぞれエッチング処理して、カ
ラーフィルタと透明電極パターンとを有する上部基板を作製した。
【００４８】
　また、別のガラス基板上に、薄膜トランジスタ、走査線、信号線及び画素電極を形成し
、下部基板を形成した。
【００４９】
　次に、上部基板のカラーフィルタ側及び下部基板の画素電極側に、ポリイミド配向膜を
形成し、ラビング布で一方向に擦った。下部基板上に、球状微粒子を散布した後、下部基
板と上部基板を重ね合わせて、エポキシ樹脂接着剤により接着し、空セルを作製した。こ
の空セルに、誘電率異方性が正のネマチック液晶を注入し、電界が存在しない状態でホモ
ジニアス配向した液晶分子を有する、ＩＰＳモードの液晶セルを作製した。
【００５０】
　上部基板に形成された透明電極パターンを埋設するように、アクリル系粘着剤層（第１
接着層）を積層して、静電容量センサを作製した。この上部基板は、静電容量センサの透
明基板を兼ねている。そして上記透明電極パターンを、上部基板の有効表示領域の周辺部
に形成された引き回し配線（不図示）に接続し、この引き回し配線を、外部に設けられた
コントローラＩＣと接続した。
【００５１】
　次いで、上記液晶セルの視認側、すなわち静電容量センサ上に、位相差フィルム、表面
抵抗値が２．０×１０９Ω／□の帯電防止層及び第１偏光板を順次積層し、上記液晶セル
の反対側には、アクリル系粘着剤層（第２接着層）及び第２偏光板を順次積層した。上記
帯電防止層には、ビス（トリフルオロメタンスルホニル）イミドリチウムを、該帯電防止
層の総重量に対して７重量％分散させたアクリル系感圧接着剤（厚み２５μｍ）を、上記
第１偏光板の片側に貼着して形成した。
【００５２】
　（実施例２）
　表面抵抗値が８．０×１０１０Ω／□の帯電防止層を用いた以外は、実施例１と同様の
構成の入力表示装置を作製した。上記帯電防止層には、ビス（トリフルオロメタンスルホ
ニル）イミドリチウムを、該帯電防止層の総重量に対して２重量％分散させたアクリル系
感圧接着剤（厚み２５μｍ）を用いた。
【００５３】
　（比較例１）
　表面抵抗値が５．０×１０８Ω／□の帯電防止層を用いた以外は、実施例１と同様の構
成の入力表示装置を作製した。上記帯電防止層には、ビス（トリフルオロメタンスルホニ
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ル）イミドリチウムを、該帯電防止層の総重量に対して１０重量％分散させたアクリル系
感圧接着剤（厚み２５μｍ）を用いた。
【００５４】
　（比較例２）
　表面抵抗値が２．０×１０１１Ω／□の帯電防止層を用いた以外は、実施例１と同様の
構成の入力表示装置を作製した。上記帯電防止層には、ビス（トリフルオロメタンスルホ
ニル）イミドリチウムを、該帯電防止層の総重量に対して１重量％分散させたアクリル系
感圧接着剤（厚み２５μｍ）を用いた。
【００５５】
　表面抵抗値の測定方法
　ＪＩＳ　Ｋ　７１９４に準拠して、実施例１,２及び比較例１,２の表面抵抗値を４端子
法にて測定した。
【００５６】
　表示不良の評価方法
　静電気放電銃（Electrostatic discharge Gun)を用いて、入力表示装置の視認側の表面
に配置された偏光板に静電気を印加して、目視観察により表示不良の有無を確認した。
【００５７】
　誤作動の評価方法
　実施例１,２及び比較例１,２の入力表示装置を使用している状態で目視観察を行い、誤
作動の有無を確認した。
【００５８】
　これらの評価方法にて評価した結果を表１に示す。
【表１】

　表１の結果から、実施例１,２に示すように、単位面積当りの表面抵抗値が２．０×１
０９～８．０×１０１０Ω／□である帯電防止層を用いた入力表示装置では、偏光板が静
電気によって帯電しても、液晶層に表示不良を生じなかった。また、静電容量センサの誤
作動も生じなかった。
【００５９】
　一方、比較例１,２に示すように、上記表面抵抗値が１．０×１０９Ω／□未満である
場合は、静電容量センサの誤作動が生じた。また、上記帯電防止層の表面抵抗値が１．０
×１０１１Ω／□を超えると、液晶層の表示不良が生じた。これら実施例及び比較例の結
果から、表面抵抗値と誤作動と表示不良は図４のような関係にあると推定される。
【００６０】
　したがって、本発明の入力表示装置の構成において単位面積当りの表面抵抗値を１．０
×１０９～１．０×１０１１Ω／□、とりわけ２．０×１０９～８．０×１０１０Ω／□
とすることにより、表示不良の発生を防止しつつ誤作動の発生も防止できることが分かっ
た。
【産業上の利用可能性】
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【００６１】
　本発明に係る入力表示装置は、その用途について特に制限はなく、好ましくはスマート
フォンやタブレット端末（Slate PCともいう）等の携帯端末に採用可能である。
【符号の説明】
【００６２】
　１，１'，１０　入力表示装置
　２，１２　液晶層
　３　偏光板
　４，４'，１４　静電容量センサ
　５，１５　帯電防止層
　６　透明基板
　７，７’　透明電極パターン
　８，８’　接着層
　１３　第１偏光板
　１６　上部基板
　１７　透明電極パターン
　１８　第１接着層
　１９　位相差フィルム
　２０　下部基板
　２１　第２接着層
　２２　第２偏光板

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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